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 論文審査の結果の要旨
 体心正方晶ErRh4B、単結晶の磁性と超伝導の研究は,反強磁性超伝導単結晶に関する世界最
 初の研究である。近年・磁性イオン(稀土類元素)が規則的に配列された三元化合物超伝導体に
 おいて,磁気秩序と超伝導の相関の問題が,重要な研究対象となっている。
 著者らは,強磁性超伝導体として著名なErR届B4(単純正方晶)やその関連化合物の研究を行
 なっていたが,同物質の同質多形相として体心正方晶が存在することを見出し,その多結晶の
 研究で反強磁性と超伝導が共存することを発見した。従来の反強磁性超伝導の研究を一歩進め
 るためには,単結晶についての実験研究が不可欠であると考えて,努力した結果,岩崎は高周
 波溶解法を用いて,1.95×i.25×0.5扉の単結晶試料の製作に成功した。この単結晶について,
 Tc(二7.80K)以下,ネール温度TN(烹0.65K)を経て0.iKまでの温度領域で,磁化,電気抵抗,
 交流帯磁率の測定を行い以下の結果と結論を得た。
 1)c軸([001]方向)が強い磁化困難軸である。c面内にも磁気異方性が現われ,[HOl方向が
 磁化困難軸,〔100],[010]方向が容易軸である。容易軸方向の磁化は,TN以下で2段の飛
 びを示し,飽和磁化をM。とすると,中間状態ではM。/2の磁化を示す。一方[i10]方向の
 磁化は1段で飛びその大きさはM。/2とM。の中間値を取ることが見出された。また磁場の
 増減に対し,磁化は履歴を示すことも明らかになった。すなわち,TN以下では,この化合物
 は。面内でメタ磁性を示し,容易軸方向の中間状態では,磁化がM。/2のフェリ磁性状態に
 あると解釈される。c面内で生じるこのような磁化過程は,4回対称の磁気異方性を反映して
 互いに直角に配置されるスピン構造を導入した4部分格子モデルで説明できる。
 2)上部臨界磁場の温度依存性にも大きな異方性が観潮される。磁化と対応して,c軸方向の
 Hc2は非常に大きく,また。面内でも[iOOl方向と[110]方向ではHc2が異なる。この異
 方性を電磁気的相互作用とs-f交換相互作用を介した電子のスピン偏極を考慮して解析し,
 この物質では,後者の効果が葬常に強い効果をもち,sぜ交換相互作眉は強磁性的符号を持つ
 こと力雪明ら力擁こなった。
 3)今迄報告されてきた磁性超伝導体では,強磁1生と超伝導は共存しないが,反強磁性と超伝
 導が共存することは,かなり確立した事実である。本物質もTN以下でも超伝導が破れない意
 味で,磁場が無い場合の結果には新しい知見はない。しかし,c面内で1100]または1010]
 方向に磁場をかけた中間状態ではフェリ磁性状態が存在し,一方その磁場で電気抵抗や交流
 帯磁率は超伝導状態にあることを示している。これらの測定結果は,フェリ磁性と超伝導が
 共存しうる事を示し,磁性と超伝導の競合の問題に新たに重要な寄与をもたらした。
 以上世界で最初の体心正方晶ErRh4B4単結贔の試料作製,極低温実験及び結果の解析は,反
 強磁性超伝導体の研究に極めて重要な貢献を与えたものと評価できる。故に,岩崎秀夫が自立
 して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することは明らかである。よって,
 岩崎秀夫提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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